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Ⅰ．調査概要 

 
【調査目的】 
  HPV ワクチンに関するリーフレット内容の理解度合を把握し、理解できなかった部分とその要因を把握する。また、接種を判断する

時の判断材料になっているかも把握する。 
 
【調査課題】 
  調査課題は以下の 2 点である。 

① 接種対象年齢の女子およびその母親の HPV ワクチンに関する認知の有無、認知内容を把握する。 
② 接種対象年齢の女子およびその母親のリーフレット内容の理解度合、理解困難箇所を明らかにする。 

 
【調査方法】 
  ・120 分のグループインタビュー 
  ・接種対象年齢（12 歳～16 歳）の女子とその母親５組を１グループとする。 
  ・母親と子どもは途中入れ替えを行い、親子別々で聴取する。 
 
【調査対象者】 
  ・対象年齢の女子とその母親 

・HPV ワクチンについて「知っている」「少し知っている」 
・対象年齢の女子に対し、「接種をしたいと思っているが、まだ接種をしていない」「接種をしたいと思っ 

ていないが、今後検討したい」「情報がわからないことが多いため、決めかねている」人 
  ・母親の年齢不問 
  ・母親および家族に医師等医療関係従事者、調査会社・マスコミ関係従事者がいる場合、対象者から除く 
         
【調査日時】 
  2018 年 11 月 4 日    

① 10:30～12:30  小 6～中 2 の女子とその母親 
② 13:30～15:30  中 2～高 1 の女子とその母親 

  
【調査会場】 
  インタビュールームＢ-１（港区南青山） 
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Ⅱ．調査結果詳細 

１）ＨＰＶワクチン認知状況 
 

 母親の HPV ワクチンに関する認知と認知内容は、「聞いたことがある」のみの人、「ヒトパピローマウィルス」との認識がある人、
接種対象年齢や回数の認識を有するレベルまで幅が広い。 

 母親は子宮頸がんの予防のワクチンであること、副反応がニュースになったこと等は認知があり、新聞やテレビのニュースがその
主な認知経路となっている。 

 子どもはワクチンの名称、子宮頸がんの予防ワクチンであること等の認知はほとんどなく、母親から「子宮のがん」「別の病気に
なるかも」程度の話を聞いたことがあるという程度にとどまる。 

 母親の中には、子宮頸がんは遊び人が罹患する病というイメージを持っている人が見受けられる。また、子どもの子宮頸がん
の知識は年齢問わず、著しく乏しい。 
 
 
 

 母親（38～54 歳） 子ども（12～16 歳女子） 

ＨＰＶワクチン認知の有無 
・ わからない／聞いたことはあるが説明できない 

（10 人中２人） 
・ 知っている（10 人中８人） 

・ 知らない（10 人中 8 人） 
・ 若干聞いた（10 人中 2 人） 

認知内容 

・ ヒトパピローマウィルスのこと。 
・ 子宮頸がんを防ぐために打つワクチンで、若い子に

打つと有効。 
・ 性交渉をする前、中１から高３になる前に３回

接種する。 
・ 副作用（副反応）が出ることがある。 
・ 子宮頸がんはウィルスでなることは知っていた。 

・ 子宮のそういうので予防接種を受けるけど、それで
逆に子宮の病気になる。（高１） 

・ 逆に別の病気になっちゃう。（高１） 

認知経路 

・ 新聞 
・ テレビのニュース 
・ 通っている婦人科の掲示物／病院のチラシ 
・ 区の保健所の掲示物 
・ （第一子が中１の時に来た）区からの案内 
・ タレント（向井亜紀）のドラマ 

・ 学校の授業でヒトパピローマウィルスの話が出た。
（中 3） 

・ 母親からなんとなく聞いた。（中２/高 1） 

印象・イメージ 

・ 知った当時は性行為で感染するから遊び人がなる
病気という偏見が強かったと聞いたので、娘ががん
になってそういうことを言われたら耐えられないと思っ
た。 

・ 子宮頸がんがどのような病気か、わからない。（小
６/中１/中２/中３） 

・ 子宮頸がんは子宮のがん（中１/高１） 

その他の情報と情報源 

・ ママ友と打つかどうかラインで会話した。 
・ 友達のお姉さんが受けて、何も出なかったがすごく

腫れたと聞いた。 
・ 上の娘（現高１）の時に市の健康センターに行

ったが、高校生までまだあるからよく考えてと言わ
れ、友達にも聞いてもらったら40,50人のうち１人
しか受けていなかった。 

・ ３回打つことは自分でスマホで調べた。 
・ 新聞が一番詳しい。 

・ ワクチンや子宮頸がんのことは友達とは話さない。
（中２） 

・ 母親以外からは聞いたことはない。（ほぼ全員） 
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２）ワクチン接種について 
 

 娘の子宮頸がんを予防したいという意向は高いと言えるものの、リーフレット閲読前のワクチン接種意向が高い母親は見受け
られない。その理由は、副反応の情報や副反応を起こしている接種対象年齢の人の映像を見聞きしたことで、自分の子ども
には怖くて打てないという気持ちが働いていると思われる。 

 周囲が受け始め、安心感が増せば接種させるとの意見も聞かれる。 
 
 

 母親（38～54 歳） 子ども（12～16 歳女子） 

リーフレット認知の有無 ・ 全員なし ・ 全員なし 

ワクチン接種の有無 

・ 第一子（現大１）に接種（１人） 
・ 第一子（現高１）が中２の時に受けようと思っ

たが、受けていない。 
・ 現対象年齢の女子には接種していない。 

・ 全員なし 

現在のワクチン接種の意向 

・ 副作用の話が出たのでまだ打っていない。 
・ テレビで副作用の出た方のインタビューを見て、怖

いと思った。 
・ 予防できるなら予防したいが、副作用のでる何％

かの部類に入ったらどうしようと揺れ動いている。 
・ 周りがやり始めて安心できらやる。 
・ 良かれと思って受けてもその生活を壊してしまうな

ら、まだがんになったほうがましかなと思い、怖くて受
けられない。 

・ 予防できるならと思ったが、自己責任と言われると
怖くて今は受けさせていない。 
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２）リーフレット評価 
① 「ＨＰＶワクチンの接種を検討しているお子様と保護者の方へ」 

※発言のあった記載場所と合わせて発言を母親と子どもとに色分けした。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討するのはあなたですと言っ
ておいて、この一文があると「ま
だいいかな」と思ってしまう。 

予防法①と②が一連の流れなのか
わかりづらい（高１） ワクチンを接種したから「ほとんど自然

消滅」するのか、接種しなくても自然
消滅するのかを知りたい。 

・・・母親の評価 ・・・子どもの評価 

「生涯累計リスク」の意味がわからな
い（小６） 

「疫学調査」ってなに？（小６/
中３） 

「前がん病変」を知らない人が多い
と思う。 

他にも型があるのかわからない。 

ワクチンを接種しないとこうなるのかと
思った。 

図はわかりづらい。 

まだ受けないほうが
いいだと思った。 

良いことが書いてあるのだから、
大きな字にすればいい 

受けてほしいのか、ほしくないのか、こ
の言葉がなければ迷わない。 
何かがあるから「一時的にやめていま
す」なのだから、親心を不安にする。 

この一文がなければ、
積極的に受けようと
思い、真剣になる。 

受けるのは１回でいいのか、な
んかも起こり得るなら何年か後
にまたワクチンを受けたほうがい
いのか？ 

「期待されます」とあるが、統計をとっ
ているのか？ 

10 万人の母数にしては数
が少ないか？ 
10 万人あたり何人がなる
のかが知りたい。  

何人中の１万人？ 

亡くなった方が打っていたの
か、打っていなかったのかが
重要。 

検討している人が読むものなら「やめ
よう」となるから書かないほうがいい。
（高１） 

なぜ一時的に止めているか書いてあ
るほうがわかりやすい。（中２） 
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救済制度がどういうことなのかわから
ない（中１/中３） 

副反応がどういう反応か、わからない（小６） 
「疼痛」や「掻痒」など知らない名前が結構ある
（中３/高１） 

どっちのワクチンを受
けさせてくれるの？ 

病名が書いてあると一
時的なのか一生治ら
ないのかわからず、怖
い。 

自分で調べられるから病名は書い
てあったほうがいい。 

２種類ある意図を
知りたい。 

自分たちで選ぶのか？ 

病名は隠したほう
がいい。 

隠さないでほしい。 
「まれ」とはどれくらい
か？ 

救済制度の対象
になるのが何かが
書いてない。 

どれくらいが「重
篤」なのか？ 

国としてどんなサポートをし
てくれるのかが謎。例が書い
てあれば安心感に繋がる。 

重要な部分だからもうちょっ
と目立たせたほうがいい。 

誰が判断するの
か？ 

救済措置に行きつくの
か、不安を呼び覚ます文
章だと思う。 

選ぶことができるのか？（中３） 

本当に重い大変なことになると思うの
で、もうちょっと大きく書いたほうがい
い（中３） 

「副反応」を聞いたことがな
い（高１） 

人数を書く必要はないのではないか
（中２） 
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「医療機関」がよくわからない（中１） 

選択肢があることをもう少し
大きく謳ってもいい 

重要なので、線を引いたほうがいい
（中３） 

特にわかりづらい箇所はない 

特にわかりづらい箇所はない 



7 
 

 
 リーフレット「HPV ワクチンの接種を検討しているお子様と保護者の方へ」を読んだ印象として、母親からは「副作用が重い」

「母親としての責任を感じる」「曖昧」「もっと知りたくなる」といった声が聞かれる。 
 母親がこのリーフレットから読み取ったことは、「ワクチンを打っても子宮頸がんに 100％かからなくなるわけではない」「副作用が

あるがワクチンを受けるなら自己責任で」「各家庭で判断して欲しいと言っている」「打って終わりではなく、その後の検診などの
ケアが大事」など。なかには、「遠まわしに『ワクチンを打ちましょう』と言っている」と感じている人もいる。 

 子どもたちが読み取ったことは、「必ずではないが、起こり得ること」「打ったほうが子宮頸がんは予防できるが副作用が出ること
がある」「接種後の定期検診が必要」「接種後に何かあれば早く手当てすることが必要」「家ごとに受ける、受けないの判断を
する」など、概ね母親と同じ。 

 
 母親（38～54 歳） 子ども（12～16 歳女子） 

印
象 

・ 副作用がかなり書いてあるなという印象。 
・ 積極的に接種してくださいとは言えないが、自己責任でよく考

えて打ってというあいまいな感じがする。 
・ それほど警戒する副作用でもないのかなと思いつつも、打ったこ

とを後悔するくらい重くのしかかる気がする。 
・ 母親の責任をすごく感じる。 
・ ７割くらい打たなくていいと言われている感じ。 
・ 打ったら軽く済むのか、済むなら数値も載せてほしい。 
・ 海外での実績はどうなのか、知りたいことが出てくる。 

・ （副反応の）病名で、苦しくなるんだなと思う。（小６） 

何
が
伝
わ
る
か 

・ 打って絶対にかからないわけではなく、副反応があるということ
が言いたい。 

・ 打ったからと言って安心ではない、100％ではないということ。 
・ 副作用があるが、受けるなら自己責任、打つかどうかはお任せ

します、と取れる。 
・ 遠回しに受けてほしいと言っているのではないか。 
・ ご家庭で判断してくださいという感じがする。 
・ 国的には子宮頸がんで亡くなる人を減らすために、打ったほう

がいいが、自己責任ですよと言いたいのだと思う。 
・ 打ちっぱなしではなく、検診を受けるなどその後のケアが必要と

いうことが言いたい。 

・ 打った後に、必ずではないが、起こり得る可能性のことが書い
てある。（中２） 

・ 打ったほうが予防はできるけれど、自分の体に痛みが出たり、ど
んなことが起きるかが書いてある。（小６） 

・ 副作用が出たり、障害が起こったりするから、インフルエンザみ
たいに勧めたりできない、個人の判断が必要。（中２） 

・ 家ごとに受ける、受けない、を判断する。（中１） 
・ 副作用があるからもう一度しっかり子宮頸がんのことを知ってお

いてほしいということ。（小６） 
・ むやみに接種するのはやめたほうがいいと書いてある。（中

２） 
・ 子宮頸がんに本当にならないわけではないからその後も定期

的な検診が必要。（中３） 
・ 打ったからと言って必ずかからないわけではなく、気をつけたほう

がいいと書いてある。（高１） 
・ 接種した後にほかに症状が出たら早く手当てをすることが重

要。（高１） 
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② 「ＨＰＶワクチンを受けるお子様と保護者の方へ」 
 

 

                                    

特にわかりづらい箇所はない 

特にわかりづらい箇所はない 

特にわかりづらい箇所はない 

特にわかりづらい箇所はない 
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「生涯累積リスク」の意味
がわからない 

なぜ 10 万人なのか（小６） 

特にわかりづらい箇所はない 

特にわかりづらい箇所はない 
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 リーフレット「HPV ワクチンを受けるお子様と保護者の方へ」を読んだ印象として、母親からは「わからないことがまだある」「打つ

ことを考える」といった声が聞かれる一方で、受けても大丈夫という印象を受けた人も見受けられる。 
 子どもは、「副作用が怖い」「学校や部活に影響が出たら嫌」「将来、やりたいこと、なりたいものになれないのが怖い」など副反

応への怖さが増している様子がうかがえる。 
 母親がこのリーフレットから読み取ったことは、「よく理解し、考えてからうけること」「受けた後の検診を受けることが大事」「何か

あったら早く言って欲しい」など。 
 子どもはこのリーフレットは注意喚起のリーフレットとの認識である様子。 

 
 母親（38～54 歳） 子ども（12～16 歳女子） 

印
象 

・ 「まれですが・・・」と事実が書いてあると（副反応に）なっても
しかたない、と受け取らないといけないかなと思う。 

・ 何歳からの人を対象にしているのか、日本だけのデータなの
か、海外もなのかがわからない。 

・ 打つと決めて行って、副反応がこれだけ出ると読んだら打つの
を考える。 

・ 「受けると決めたからには大丈夫ですよ」「でも事実を読んでく
ださいね」という印象を受け、読むと前向きになる。 

・ 副作用が多すぎてどれかしらになる気がして、ちょっと怖い。
（中２） 

・ 副作用で部活や学校に影響が出たら嫌だなと思う。（中
１） 

・ 副反応が起こると普通には生活できないと思い、怖いなと思
う。（中１） 

・ 子宮頸がんにならなくてもほかの反応が起こったら自分のやり
たいこととか将来なりたいことができなくなると怖いから止めてお
こうと思った。（小６） 

・ 打った後の症状が怖いから、決めるにも決められない。（小
６） 

・ 全体的に重要なところが強調されていないので、ひと工夫あっ
てもいいと思う。（中３） 

何
が
伝
わ
る
か 

・ よく理解して、自分たちでよく考えてから受けてくださいということ
を伝えている。 

・ 打って何かあったらとにかく早く言ってくれと言われている感じが
する。 

・ 自己責任だから救済制度を使うなり、対処してくださいという
注意喚起。 

・ 受けたからと言って完璧ではないから検診も受けましょうと言い
たい。 

・ 受けた後の体調変化には注意しようと伝えたい。 

・ 注意事項が書いてある。（小６） 
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３）リーフレットの役割（判断する材料になっているか） 
 

 ２種のリーフレットが判断する材料となっているか否かは人によって異なるものの、受けないほうがいいと判断する材料になった
母親、子どもが目立つ。 

 母親、子ども問わず、「ワクチンではなく定期検診のほうがいいと思った」「副作用が怖い」「リスクがある今はまだやめておこう」と
いった反応が見受けられる。 

 リーフレットを読んでも判断がつかない要因として、母親からは「情報が足りない」「安全性に欠ける」といった声が聞かれ、子ど
もからは加えて人から説明してほしいとの声が聞かれる。 

 
 母親（38～54 歳） 子ども（12～16 歳女子） 

相談する相手 
話を聞く相手 

・ かかりつけ医 
・ 医者 
・ 保健所／保健師 
・ 夫 

・ お母さん（全員） 
・ 病院の先生（中２） 
・ 学校の保健の先生（小６） 

リーフレットは打つ、打た
ないの判断材料になって
いるか 

判断材料になっている 
・ 防げるのが 16 型と 18 型の２タイプのウィルスのみとは

知らなかったので、それなら定期検診のほうがいいのか
なと思うようになった。 

・ 30～50％は違うウィルスからかかるということだと思
い、判断材料になる。 

・ 子宮頸がんになる可能性はすごく高いわけではないと
考えると副反応のほうが怖いと思うようになった。 

・ １枚目の図が一番わかりやすく、これを見て、やらなく
てもいいかなという気持ちが強くなった。 

・ ワクチンを３回打ったら子宮頸がんにはならず、20 歳
になって検診を受けなくてもいいと思っていたが、ワクチ
ンを受けても子宮頸がんになるリスクがあり、簡単な予
防接種ではないことが分かり、今はやめておこうと考え
が変わる資料になっている。 

・ 「ワクチンを受ける・・・」リーフレットでリスクもあるが、事
実を隠さずに載せてあり、安心感も受け取れた。 

・ 検診で発見されることより副反応が怖い。 
判断材料にならない 
・ ワクチンを打った場合と打たずに検診で早期発見した

場合と、最終的にどれくらいがんにかかる率が変わるの
かというデータがあると判断しやすい。 

・ 資料だけで判断するのは怖い。 
・ 一時的にやめているものを受けるのは怖い。 
・ 判断するには情報が足りない。 
・ ワクチンが改良された、違うワクチンになった、より安全

性が高いものをつかっているなどと書いてあれば接種意
向が高まる。 

・ 以前との比較があれば少しは安心する。 

判断材料になっている 
・ 副作用が多すぎて、進んでやろうとは思わない。（中

２） 
・ 打ってもなる可能性があるなら、定期的に検診に行っ

たほうがいい。（中３） 
・ たくさんのデメリットがあるとやりたいと思わなくなる。

（中２） 
 

判断材料にならない 
・ 打たないで子宮頸がんになった時にどうなるのかも知り

たい。（高１） 
・ 打った時と打たなかった時の悪い状態の比較をした

い。（高１） 
・ 学校の授業などでの説明とこのリーフレットを見て判断

できそう。（中３） 
・ 人に説明されると説得力がある。（高１） 
・ 資料だけでは決められない。（中３） 

費用、国からの補助の認
知 

・ 認知あり 7 人 
・ 高１までが無料と言われて早く受けさせようという気持

ちにはならない。 
・ 年齢で制限される意味がわからない。 
・ 高３や 20 歳まで広げてほしい。 
・ 年齢で区切るのではなく、「（性的接触）未体験」と

書いておけばいい。 

 


